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新型コロナウイルス感染症対策に於ける弊社の対応と致しましてお客様の安全を第一に 

旅行業に関係する各業種のガイドライン等に留意しながら新型コロナウイルス感染症の 

弊社ガイドラインに定めます。 

 

①基本原則 

＊従業員とお客様との接触をできるだけ避け対人距離をできるだけ最低１ｍ確保するよう  

 に努めます。 

＊従業員は、手洗い・消毒・マスク着用を徹底致します。 

＊商談時は、できるだけ電話・メール等の通信手段を活用し、訪問商談の場合は事前に 

 ご連絡をさせて頂き感染防止対策に努め短時間訪問を心掛けます。 

＊店舗内の定期的な消毒を心掛けます。 

＊お客様に旅行時の感染予防対策を周知・啓発し対策の実行への理解と協力を依頼させて 

 頂きます。 

 

②各場面での共通事項 

＊店舗において人と人が対面する場所は、ビニールカーテン等で飛沫接触を防止致します。 

＊お客様や従業員がいつでも使えるようにアルコール等を店舗に設置。 

＊手洗いや手指消毒の徹底を図ります。 

＊弊社が手配する旅行サービス提供事業者は、原則として適切な感染防止策を取っている

事業者に限定する。 

 

③旅行業務取扱上における対策 

■単品（交通・宿泊などの手配旅行・個人型募集型企画旅行） 

＊手配する旅行サービス提供事業者が適切な感染防止対策を取っている事業者であること

を確認するよう、お客様に案内する。 

＊手配する交通機関・宿泊等の安全対策が講じられているかをお客様が認識して選定でき

るよう、必要に応じて情報提供などに配慮する。 

 

 

 



■団体旅行（募集型企画旅行・受注型企画旅行・手配旅行） 

Ａ 旅行の企画 

＊ 感染状況に応じた適切な旅行先の選定に留意する。 

＊ 旅行の出発となる都道府県から、都道府県外への移動自粛の要請がなされていない 

ことを確認する。 

 

Ｂ 企画の際の旅行サービス提供事業者の選定 

＊ 旅程に組み込む運送機関・食事箇所・観光施設・体験プログラム等については、事前 

に適切な感染防止対策を取っていることを確認する。 

 

Ｃ 旅行実施判に関する助言 

 ＊受注型企画旅行・手配旅行 

感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、またはその困

難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施の是非を検討するよう、旅行者（団体 

責任者）に助言をする。 

  旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続が困難とな 

  る可能性が大きいことがわかった場合は、旅行の継続の是非を検討するよう、旅行者（ 

  団体責任者）に助言をする。 

  旅行中止及び旅程変更を決定した際の費用・追加費用については旅行サービス提供事 

  業者と協議を行い旅行者（団体責任者）へ報告を行う。 

 

D  貸切バスを利用した団体旅行（１０名以上が同時に移動する行程）における参加者の感  

  染拡大予防対策 

＊ 貸切バス１台あたりの乗車人数を定員の半数乗車を助言提案を行いバス座席を固定す

るとともに、移動もご配慮いただくようお願いいたします。 

＊ 交通機関利用時、宴会や食事の際の座席表の保管 

座席表については、万が一感染した旅行者から感染が広がった場合に感染経路の特定等

に不可欠な情報であるため、参加者名簿とともに旅行終了後１カ月間の保存を致します。 

   

 

E 旅行実施判断 

 ＊募集型企画旅行 

  感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、またはその

困難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施を中止する。 

  旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続が困難とな

る可能性が大きいことがわかった場合は、旅行を中止し出発地に引き返す。 



 

 

F お客様の健康管理 

＊ 発熱や感染の疑いのある症状のお客様には、旅行参加を遠慮していただく。 

＊ 出発前又は旅行中に原則お客様の体調確認（体温、体調チェック）を行わせて頂きます。 

＊ 体調不良となり離団したお客様が、旅行の出発地または自宅等に戻るために必要に応じ

た旅行サービスを手配できるよう準備する。 

＊ 旅行中、お客様にはマスクの着用を要請する。(飲食時の会話も含む) 

＊ バス車内での飲食、食事は禁止。また、会話も控えていただく様にご案内する。 

＊ 旅行中、要所要所での手洗い・うがいができるよう、適切な休憩場所等を選択する。 

 

 

G  三密リスクを下げる旅程管理 

ア 交通機関 

＊ 旅程において利用する各交通機関のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理

を行う。 

イ 宿泊 

＊宿泊施設においては各宿泊施設のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理を行 

 う。 

ウ 観光 

＊ 観光地では、団体メンバーが集まって『密』の状態を作らないよう時間差をつけた入場 

等の工夫を行う。 

エ 食事 

＊ 食事においては、各場所のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理を行う 

 

Ｇ 添乗員が付かない場合は、旅行サービス提供事業者と協力して旅程管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、新型コロナウイルスの最新の知見、事業者側の受け入れ体制等を踏まえて、本ガイド

ラインは随時見直すこととする。 


